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第２２回（令和７年度）本多フロンティア賞受賞候補者の推薦依頼について 

 
謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 
当財団はお陰をもちまして多方面のご協力とご援助により順調な進展を遂げ、創立６７年

目を迎えることができましたこと深く感謝申し上げます。 
さて、当財団は、故本多光太郎先生の偉業を永く記念して、これまで「本多記念賞」及び

「本多記念研究奨励賞」を贈呈して参りました。今回推薦依頼をお願いいたします「本多フ

ロンティア賞」は第６回から、研究分野領域を広げ、金属材料などの無機材料、有機材料及

びこれらの複合材料の研究において、学術面あるいは技術面において画期的な発見又は発明

をした方に「本多フロンティア賞」を贈り、その功績を表彰することといたしました。 
つきましては、第２２回（令和７年度）の本多フロンティア賞受賞候補者を募集いたしま

すので、「募集要項」によりご推薦いただきたく、ご依頼申し上げます。 
敬具 

 
記 

 
１ 送付書類 
  第２２回（令和７年度）本多フロンティア賞受賞候補者推薦書用紙（３枚綴） 1 通 
２ 推薦締切期限 
  令和６年９月６日（金）厳守 
３ 推薦・応募書類の提出先（当財団事務局） 
   〒９８０－８５７７ 仙台市青葉区片平二丁目１－１ 
             東北大学金属材料研究所内 
              公益財団法人 本多記念会 
               （電話）０２２－２１５－２８６８ 
４ お問い合わせ先 
  ご不明の点がありましたら上記事務局にご照会ください。（月～金曜 ９～１７時） 



本本多多フフロロンンテティィアア賞賞受受賞賞候候補補者者募募集集要要項項  

  
本多フロンティア賞受賞候補者の募集は、本多フロンティア賞つ⛬にᇶ࡙き、この要項

によりᐇ᪋する。 
１ 賞の目的及びᑐ㇟     
   理ᕤ学、≉に金属材料などの無機材料、有機材料及びこれらの複合材料の３分野

のいࡎれかの分野において、学術面あるいは技術面において画期的な発見又は発明

を行ࡗた者をᑐ㇟とする。 
   なお、団యは受賞ᑐ㇟としない。 
２ 〔賞金と௳ᩘ 
   ５０୓෇（ẖ年２௳をணᐃ） 
３ 推薦者 

理ᕤ⣔の大学、ᅜ公⚾立研究機㛵、学会、㛵㐃の௻業および当記念会のጤკする

ಶ人。 
なお、推薦者は、候補者を推薦するに当たり、㐣ཤの受賞者୍ぴ（当記念会࣮࣍

 。にᥖ㍕）を参⪃にして推薦するものとするࢪ࣮࣒࣌
４ 推薦ᡭ⥆ 
   本会所ᐃの推薦書（記ධは㯮Ⰽで）ṇ๪各１通に、業績の᰿ᣐとなるḟの㈨料を

ῧ付して、本会に提出する。 
    ୺要業績ࣜࢺࢫ（３０⠍௨内）               ３通 
    ୺要業績ูๅ （୺要業績ࣜࢺࢫに記㍕の業績の内５⠍௨内） ３通 
    または≉チ   ３௳௨内                 ３通 
    その௚参⪃となる㈨料                   ３通 
  ͤ推薦書及び୺要業績ࣜࢺࢫは片面での༳ๅとする 
５ 推薦締切期日 
   令和６年９月６日（金） 
６ 㑅⪃方法 
   理事会内に㑅⪃ጤဨ会をタࡅて、上記に♧したᑐ㇟ � 分野について㑅⪃し、理事

会において受賞者をỴᐃする。 
７ 受賞者発表及びᤵ賞ᘧの期日 
   令和７年２月２３日（本多光太郎先生ㄌ生日）に公表する。ᤵ賞ᘧは５月又は６

月。 
８ 提出書類の送付先、問い合わせ先 
   〒９８０－８５７７ 仙台市青葉区片平二丁目１－１ 
              東北大学金属材料研究所内 
               公益財団法人本多記念会 
                （電話）０２２－２１５－２８６８ 
�KWWS ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍           �� KRQGDNLQHQNDL�RU�MS� 
           （推薦書は࣮࣒࣮࣍࣌ࢪより࢘ࢲンロ࣮ࢻすることができます） 



  
➨㸰㸰ᅇ本多フロンティア賞 

受賞候補者᥎⸀᭩ 
受

付  

㹌㹭㸬 
令和  年  月  日 

 
 

推 薦 者（௦表） 
                            提出月日 令和  年  月  日 
 （りがなࡩ）
Ặ ྡ              ۑ༳      候補者にᑐする㛵ಀ            

 
⫋ 業                     
 
   〒         
 
所ᅾᆅ                         電 話（  ）          

 
受 賞 候 補 者 

 
            （提出時）             （りがなࡩ）
Ặ ྡ               年 㱋   ṓ    ᫛ 和  年  月  日生 
   〒 
⌧ఫ所                          電 話（  ）       
 
所属機㛵                         ᙺ ⫋           
   〒 
所ᅾᆅ                          電 話（  ）       
 
学 位                          ( ࣓࣮ࣝ          
⤒ Ṕ 
  年  月                年  月 
  年  月                年  月            
  年  月                年  月 
  年  月                年  月 
  年  月                年  月 
  年  月                年  月 
  年  月                年  月 



 
受賞のᑐ㇟となる業績の㢟目 
 

 
 

   
受賞のᑐ㇟となる業績の୺な分野 金属などの無機材料、有機材料、これらの複合材料 

   （い࡙れかにۑを付して下さい） 

受賞のᑐ㇟となる業績のᴫ要（３、０００Ꮠ⛬度） 

（研究の᪂つᛶ、有用ᛶ、Ἴ及ຠᯝも記ධのこと） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   



 

 

参  ⪃  事  項（賞・≉チなど） 

 

 



本多フロンティア賞受賞者୍ぴ 

 

回 年 月 日 受 賞 者 受 賞 ᑐ ㇟ 業 績 
㑅 ⪃ ጤ ဨ 

ጤ ဨ 長 ጤဨᩘ 

１ １６㸬５㸬１４ 㣤 ᓥ ⃈ ⏨ ࣮࢝࣎ンࣈ࣮ࣗࢳࣀࢼの発見 బஂ㛫 ೺ 人 ５ྡ 

２ １７㸬５㸬１３ ྜྷ ἑ ඞ ோ ࣀࢼ⤖ᬗ໬による㌾☢ᛶ材料の㛤ᣅ బஂ㛫 ೺ 人 ７ྡ 

３ １８㸬５㸬１２ ୍ Ⰽ   ᐇ 
⣽ 野 ⚽ 㞝 
 

金属の㧗⣧度໬ࣉロࢫࢭの㛤発 
ᵓ㐀をไᚚ・ά用した電Ꮚάᛶ㏱明㓟ࣀࢼ

໬≀材料の機⬟㛤ᣅ 
బஂ㛫 ೺ 人 ７ྡ 

４ １９㸬５㸬１１ ▼ ⏣ 清 ோ ࣑ࢡロ⤌⧊タィによる先➃材料の㛤発 㕥 ᮌ 㞝 ୍ ５ྡ 

５ ２０㸬５㸬 ９ 青 ᮌ   清 
 
⶧   Ᏻ 㑥 

⪏Ỉ⣲⬤໬ᛶにඃれた㠀 3G ⣔Ỉ⣲㏱㐣合

金の㛤発 
‽⤖ᬗ合金の創〇と‽⤖ᬗに㛵する≀㉁

⛉学の☜立 

ⰼ ⏣ ಟ ἞ ５ྡ 

６ ２１㸬５㸬 ８ 㧘 ᮌ ⱥ ඾ 
 
ᐆ 野 和 ༤ 

㑄⛣金属㓟໬≀におࡅる┦㛵電Ꮚ⛉学の

発展と機⬟㛤ᣅ࡬の展㛤 
金属材料のࣀࢼ⤌⧊と≉ᛶに㛵する研究 

太 ⏣ ⱥ 二 ７ྡ 

７ ２２㸬５㸬１４ ᗄ ཎ 㞝 ୍ ࢫࢡࢵ࣑ࣛࢭ⢏⏺㉸ᵓ㐀のィ と⢏⏺・㌿

位ไᚚ材料の創出 和 ⏣   ோ ７ྡ 

８ ２３㸬７㸬 １ ᕝ 㷂 㞞 ྖ 㓟໬≀⏺面のཎᏊࣞ࣋ࣝไᚚによる᪂光

電Ꮚ機⬟の㛤ᣅ 㧗 ⏣ 㞞 ௓ ７ྡ 

９ ２４㸬５㸬３０ ᳃   ༤太郎 電Ꮚ㢧ᚤ㙾そのሙほᐹ法による≀㉁ᴟᚤ

 のゎ明 青 ᮌ   清 ７ྡࢫࢭロࣉ

１０ ２５㸬５㸬３１ Ἑ ᮧ ⬟ 人 
 
ᇼ ⏣ ၿ ἞ 

長࿘期✚ᒙᵓ㐀ᆺ࣐࣒࢘ࢩࢿࢢ合金の㛤

発 
ᕧ大ࡳࡎࡦຍᕤによる㧗ᛶ⬟材料の創〇 

∾ ᓥ ு ⏨ ７ྡ 

１１ ２６㸬５㸬２９ 㧘 ᶫ   㶾 
 
ὠ 㷂 ව 彰 

光電Ꮚ分光法による㔞Ꮚ≀㉁の電Ꮚᵓ㐀

と≀ᛶ発⌧機ᵓのゎ明 
⬟ロ⤌⧊ไᚚによる㕲㗰材料の㧗ᛶࢡ࣑

໬ 

ᕝ 㷂 㞞 ྖ ７ྡ 

１２ ２７㸬５㸬２９ ᒾ బ ⩏ ᏹ 
 
⸨ ஭ ⚽ ᶞ 

電Ẽ二㔜ᒙを฼用した㧗ᐦ度２ḟඖ電Ꮚ

⣔の創〇と電⏺ไᚚ機⬟ 
ン合金ࢱࢳඖ⣲をά用した᪂ࢫࢱ࢟ࣅࣘ

⩌の㛤発と市ሙ創出 

᳃   ༤太郎 ９ྡ 

１３ ２８㸬５㸬２７ ᒸ 㒊   ᚭ 
 
ᐩ 永 ῟ 二 

ࣞア࣓ࣝࢱの᪂〇㘐・᪂ࣜࣝࢡ࢖ࢧ技術の

発明と㛤発 
పᾘ㈝電力ᆺ㉸᱁Ꮚ┦ኚ໬࣓ࣔࣜの㛤発

と、その࣏ࢺロࣝ࢝ࢪ≀ᛶの発見 

୰ ᔱ ⱥ 㞝 １０ྡ 



１４ ２９㸬５㸬２９ 㰺 ⸨ ⱥ ἞ 
㈅ ἟ ு ௓ 

 ンὶ≀ᛶ⛉学の㛤ᣅࣆࢫ
࣐ࣝテンࢺ࢖ࢧኚែのᇶ♏研究および᪂

ᆺᙧ≧記᠈合金の発明 
す ⏣   ⛱ １０ྡ 

１５ ３０㸬５㸬２９ ᑠ ụ ῟ ୍ 
 
 
⏣ ୰   功 

先➃༙ᑟయࢫ࢖ࣂࢹにおࡅる㧗ಙ頼ᛶ㓄

⥺材料の㛤発と⮬ᕫᙧᡂᣑᩓࣜࣂアᒙの

発明 
第୍ཎ理ィ⟬の材料⛉学࡬の応用と᪂材

料᥈⣴ 

ὸ 野 ⚽ ᩥ １０ྡ 

１６ 令ඖ㸬５㸬３１ ஝   ᬕ 行 
 
᪂ ⏣ ῟ స 

ᵓ㐀をไᚚした先進ᵓ㐀材料のࢰ࣓・ࣀࢼ

創〇 
ロࢺンࣆࢫン㌶㐨┦஫స用を用いたࣆࢫ

 の㛤ᣅࢫࢡࢽ

ྂ ཎ   ᛅ １０ྡ 

１７  ２㸬１１㸬６ 有 㤿 Ꮥ ᑦ 
 
ᡞ ⏣ ⿱ அ 

☢Ẽᑐ⛠ᛶにᇶ࡙く㠀┦཯≀㉁機⬟の㛤

ᣅ 
ロンᨺᑕ光ࢺロࢡンࢩ &7 を฼用した

�'��' 材料⛉学の創ᡂ 

⚄ ㇂ ฼ ኵ １０ྡ 

１８  ３㸬１１㸬２６ ᢡ ⱱ ៅ ୍ 
 
୰ 野 ㈗ ⏤ 

Ỉ⣲໬≀の᪂たな機⬟㛤ᣅと࢚࣮ࢠࣝࢿ

 の応用࡬ࢫ࢖ࣂࢹ
金属材料学をᇶ㍈とした㦵ᇶ㉁㓄ྥ໬機

ᵓゎ明とไᚚ法の☜立 

ᮌ ᮧ   ⸅ １０ྡ 

１９  ４㸬５㸬２７ ㎷   ఙ Ὀ 
 
἞ ᪂ ὸ ‮ 

の創〇と⤌⧊・力学≉ᛶࣝࢱ࣓ࣀࢼࢡࣝࣂ

に㛵する研究 
㓟໬࣐࣒࢘ࢩࢿࢢ☢Ẽࢺンࣝࢿ᥋合の㛤

発と応用 

᳃ 永 ṇ ᙪ １０ྡ 

２０  ５㸬５㸬２６ ⸨ ஭ ⱥ ಇ 
 
ྜྷ ᕝ   彰 

◳度ኚ໬のない᏶඲᥋合⥅ᡭをᐇ⌧する

᪂つᦶ᧿᥋合法の㛤発 
᪂つࢩンࢱ࣮ࣞࢳ⤖ᬗの㛤発および♫会

ᐇ⿦ 

ᶓ ᒣ ฼ ᙪ １０ྡ 

２１  ６㸬５㸬２４ ᖖ 行 ┿ ྖ 
 
ᯇ ⏣ ♸ ྖ 

材料ᵓ㐀と㠀調和フ࢛ࣀン≀ᛶおよび電

Ꮚ≀ᛶの㠀⤒㦂的ண ᡭ法の㛤発 
㔞Ꮚࣆࢫンᾮయにおࡅる創発‽⢏Ꮚの研究 

ẟ ฼ ဴ ኵ １０ྡ 

 




